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第5表　収量胸パ＝並びに■収量構成要素

　　　 項 目

区

ワ　ラ 重 玄 米 重

仝

比 率

収量構成要素の対標準比率

穂　 故
一 穏 ■

全 粒 軟

豊 熟

粒 故

玄 米

千 粒 重

1
不田

p （IP 無混入 ・燐 酸標準霊 首

l

タ g
努 節 努 串 痴

5 6 ．0 4 5 ．9 8 1 0 0 10 0 ． 1 00 10 0 ・ 1 0 0

2 〃 ・燐酸 3 倍貴市

ク ・燐酸 6 倍量百

本圧I

p o p 混 入 ・燐酸梼準霊蔚

5 8 ．8

6 6 ．6

6 5 ．8

46 ．7 1 l l）2 1 0 9 1 0 0 98 9 9

5 0 ．10 10 9 1 1 0 1 0 0 98 9 8

3

4
5 2 ．08 1 13 1 1 9 9 7 9 1 9 7

5 ク ・燐酸 8 倍量 蔚

ク ・燐酸 6 倍量 醇

ク 嘉鮎 量 ・鯛 霊夢

65 ．0

7 0 ．7

5 2 ．84 1 15 18 2 1 02 8 9 97

5 1 ．7 5 11 8 1 2 2 10 2 8 9 9 7

6

7
6 7 ．6 5 1 ．25 1 1 1 12 2 98 8 9 9 9

4．野間長について

抜取珠の最長垂l各棟2不】K上る節哺長並に・その

全辞長に対する比率を求めた結果は第1図の通わで・P

op混入区は全般に梓長が無混入区上わ長く・且つ・苗

代燐酸の多能に上って下部郷間長割合が大で逆に上位節

間長割合が少い傾向がみられる・この傾向はfCP混入

区内ではやゝ強くあらわれてPh本田燐酸の多用によ

って．後期の所謂過剰生育傾向があったことが”1ゞわ

れ．前記の畳熟粒政歩合の低下を，らづけるものである・
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第1固　辞長と節間比率の関係

4　　考　　　集

pcHPを土壌に混入した場合．苗代に燐酸を多用して

育苗した苗を挿秩した結果・初期の発根刀は明らかにま

さ。．また他傷みが少なかつた・その後PCp混入による

一役的表敬候，即ち後朗の生育過剰，登斜不良等の傾向

は宮代の燐酸多龍の苗に於ては，むしろ強くあらわれる

ようで，又不田の燐酸を倍量用いた場合にもはゞ同様で

然し燐酸多龍の首は活着がよく了恢復か早いことから・

本田中期に於ける垂故の増加が大で・穂故も多くなり・

そのため，登熟粒数歩合の若干の低下を上廻って・ヤゝ

増収と走ったものと考えられる・

不田の燐酸量を増加しても掛こ効果か明らかでなかっ

たのは，供試田が●沖横埴壌土であり・もともと燐酸の

肥効が特に大きく吐なかったことが原因と考えられる‥

火山灰土壌の大儀分那於ては・燐酸増龍が効果が高い

ことなどl別朝日からみて・土壌の種顆別膵効果を検討

することが必要と息われる・

又苗代に燐酸を多龍するにしても・不試験に於ては約

さ倍量以上の多脚まその効果が明らかではなく・又燐酸

多龍に上って，水苗代に於ては表土剥離の発生の封それ

もあれ苗代様式別に史に燐酸量の検討が必要であろう・

DCPAと硫安の近接散布による薬害について

高野文夫・大川　昌・清原悦郎

（岩手県農試県南分場）

1まえがさ　　　　　　　　　　岩手県に卦いても．苗代のノビエ防除及び直轄栽培K

DCPAは，所謂イネ科属間選択性除草剤として・水　於けるノビ工を初め・初期椎茸の防除のため，DCPA

陸稲の生育期に全面散布して・効果的に使用で曇ること　の散布を指導奨励に移し普及している・
ところで，このⅠトロPAも有機燐削及び各種界面活性

は．すでに知られている・
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第2開

聞硫安の壌鑑別散布については．不調査の範囲内で吐

薬筈は何れも認められず，DC PA塵用区に於いても同

様であった．

苗調査（5月80日調）の結果の一部を第2図に示した

が，薬害の発生した区に於いても出発の遅れがみられず，

斯業が出る忙及んで薬害・は目立たなくなった．しかし20：三

体風乾重に於いては，1）O PA散布后の硫安篠江区は，

傾向的に軽くなる様である．

4　　考　　　察

以上2ケ生の試験の結果，苗代に工）C）Aを利用する

場合，］D C fA散布前の硫安追肥はかなり安全な康に思

われ句が．D C PA散布後1週間以内の硫安追肥は薬害

が苦しく，賀」）C pAと硫安の混用についても同様であ

った．尚硫安の追肥方法問で吐．赦布時の天候に上るが

首が乾いている場合は，硫安を手痛した方が薬害は穣め

て少なかつた．

従って，成果の応用にあたって吐，D C PAを苗代に

適期散布した場合，その後1週間以内の追肥を差控へる

こと，またかC王〉Aの適期散布を失し繹抜きを容易にす

るために．苗代末期に散布した場合．活着促進のための

追肥と近接散布となる封それがあるので，注意を妾する

と思われる．

施肥部位に対する稲生育の反応について

第2報　施りUfI；位と後期生育との関係

森谷帖夫・千葉隆久

（一㌔：†城典農試）

1　ま　えがさ

水稲栽培の収量向上に比後実を良化せしめることが必

要であるが．これに吐前報で報告した如く，生育後朋の

光合成能力を高水準に維持することが大切である．施肥

部位を変えること把より光合成能力にどのようを影響を

及ぼすかを検討するため不試顔を実施した．

2　試験方法

1．施肥条件

層　別　l境界に吸着届を卦く】

表層旧一迫dJ）

1　　　　7　十削

－
b

7

十閻

5

5

5

16－80（1

2

5

80fm以下

乙・供試品種　　すすシクレ　保温折衷苗

4月18日揮　5月21日経

8．1卯所】1のライシメーター式埋設ポット使用各

区各棟　2本植　2区制

3　試験結果及び考察

第1表　草丈　垂教の推移

項 目 ■

区 別 ！

草　　　 丈　 【d ） 出 穂

月 日

6 ．11
6 ．18 6 ．王ら 7 ．2 7 ．9 7 ．1 6 7 ．詔 旧 ．日）

1 2 ．8 巷 ．9 租 ．1 」Ⅳ8 5 9 ．5 6 9 ．6 ■符．7 8 ．1 6

2 宏 ．2 】訂 ．9 ‡汀．8 印 ．0 6 1 ．6 7 0 ．5 ■托．1 〃 17

8　 歳 ．6
顎 ．8 3 7 ．3 鳴 ．6 6 8 ．8 6 9 ．2 間 ．5

■
4　 L n ．2

為 ．1 3 7 ．6 4 6 ．1 曳 ．4 7 0 ．2 ′汀 ．7 〃 17

5 弘 ．7 部 ．8 3 9 ．7 喝 ．6 6 2 ．4 7 4 ．0 7 9 ．1 ク 17

6 盟 ．7 】狙 ．7 鴇 ．8 4 8 ．8 6 1 ．5 7 0 ．9 一打 ．5 〃 17

項 目

区 別

垂　　 赦 l不 ／珠 ） ．馳 教

本 ■株 ）月 日

6 ．11
6 ．18 6 ．】石 7 ．2 7 ．9 7 ．1 6 7 ．詔

1 7 ．8 13 ．9 1 9 ．3 】2 ．7 巴 ．9 19 ．8 18 ．9 14 ．9

2 7 ．3 1 2 ．1 斑）．4 茄 ．4 茄 ．1 野 ．0 皿 ．4 16 ．4

3 i 7 ，7
u ．8 1 8 ．9 】濃』 辺1．6 2 ．6 2 1．2 16 ．9

4 ： 7 ・l m ．2 】8 ．1 盟 ．1 23 ．9 宏L T 2 ．1 18 ．8

5
1 6 ．4

1 1 ．0 18 ．6 逆 ．7 】空．2 2 1 ．4 加 ．4 16 ．9

6 7 ．9 ㍑ ．2 オ）．6 盟 ．8 盟 ．0 孔 ．6 】刀 ．1 17 ．0


